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本研究では， 保育園・幼稚園に通う子どもをもつ
父母４７７組を対象に，父親の家事・子育て参加の実
態と母親の子育て不安程度の関連性を検討するた
めにアンケート調査を実施した．その結果，①子ど
もの年齢が低いほど， 父親の家事・子育て参加は高
くなっており， ②子どもの人数が少ないほど，父親
の家事・子育て参加は高くなっていた．また， ③母
親が常勤勤務である家庭は，父親の家事・子育て参
加は高くなっていた．そして， ⑤父親が家事・子育
てによく参加している場合，母親の子育て不安は低
かった．さらに， ⑤父親の家事・子育て参加状況を
問う１６項目について因子分析を行い，第１因子「精
神的支え因子」，第２因子「子育て因子」，第３因子
「家事因子」の３因子を抽出し，父親の家事・子育て
参加の最も大きな要素は，「妻を精神的に支えるこ
と」であることが明らかになった
以上のことから，父親が子どもと遊んだり，買い物
や掃除，おむつの交換や衣類の着替えなどを手伝っ
たり， 食事介助やお風呂に入れるなどの協力が， 夫
の家事・子育て参加の大切な要素となっていること
が確認された．しかし，これらの実際的な行動以上
に，妻が感じている子育てについての心配ごとに耳
を傾け，子育ての大変さを理解し，妻の悩みや不安
を分かち合おうとする「精神的な支え」が，母親の
子育て不安を解消し，心の内を楽にする最も大きな
力になっていることが指摘された．
父親が積極的に家事・子育てに参加できるように
するためには， 父親自身への働きかけと， 父親が家
事・子育てに参加することを支える社会的な基盤整
備が今後の課題であるといえる．
